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歳入
285億８千万円

その他（1.1％）
3億4,490万円

地方譲与税（1.0％）
2億7,700万円

地方消費税交付金（1.8％）
5億2,640万円

県支出金（5.4％）
15億5,728万円

国庫支出金（8.4％）
23億6,235万円

市債（13.9％）
39億8,600万円

その他（0.4％）
1億3,066万円

繰入金（0.8％）
2億4,381万円

使用料及び手数料（0.9％）
2億4,614万円

分担金及び負担金（1.5％）
4億1,918万円

諸収入（7.2％）
20億4,828万円

市税（23.9％）
68億2,300万円

（34.7％）
99億1,107万円

（65.3％）
186億6,893万円

自
主
財
源依

存
財
源

地方交付税（33.7％）
96億1,500万円

平
成
22
年
第
１
回
定
例
会

　

平
成
22
年
第
１
回
定
例
会
は
２
月
26
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
27
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
に
は
82
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
９
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
当
面
の
行
政
問
題
を
た

だ
し
ま
し
た
。

一般会計

歳入

285億8,000万
　　　（平成21年度300

円（前年度比4.9％減）
億6,000万円）

万円（前年度比0.9％増）
66億7,017万円）
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歳出
285億８千万円

その他（0,7％）
2億37万円

積立金（1.8％）
5億553万円

貸付金（6.3％）
18億円

繰出金（9.3％）
26億5,966万円

補助費等（10.9％）
31億2,041万円

物件費（11.3％）
32億2,489万円

投資的経費（12.2％）
34億8,069万円

扶助費（14.1％）
40億2,265万円

公債費（15.5％）
44億3,388万円

人件費（17.9％）
51億3,192万円

義
務
的
経
費

政
策
的
経
費

（47.5％）
135億8,845万円

（52.5％）
149億9,155万円

一般会計

歳出

285億8,000万
　　　（平成21年度300

168億2,477
　　　（平成21年度1

平成22年度一般会計

平成22年度特別会計
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平
成
22
度
当
初
予
算
は
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
優
先
的
な
実
施
と

そ
の
土
台
と
な
る
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
中
長
期
的

な
展
望
に
立
っ
た
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
直

面
す
る
諸
課
題
に
対
応
す
る
と
い
う
基
本
姿
勢
を
堅
持
し
た
予
算
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
と
比
較
し
て
、
14
億
８
千
万

円
の
減
（
△
4.9
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
要
因
は
安
楽
川
小

学
校
・
名
手
小
学
校
改
築
工
事
を
は
じ
め
と
す
る
大
型
建
設
事
業
が
完

了
し
た
た
め
で
す
。

○
那
賀
消
防
組
合
南
消
防
署

　

新
築
移
転
事
業

〔
５
千
52
万
６
千
円
〕

　

老
朽
化
が
激
し
く
耐
震
強

度
も
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
、

敷
地
の
半
分
以
上
が
借
地
で

あ
る
上
、
狭
小
な
た
め
に
緊

急
出
動
や
訓
練
等
に
支
障
を

来
た
し
て
い
る
の
で
、
災
害

時
の
消
防
防
災
活
動
の
拠
点

と
な
る
た
め
消
防
署
の
新
築

移
転
事
業
を
行
い
、
平
成
23

年
度
末
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

今
年
度
の
重
点
施
策市内南部の安心拠点

①
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

②
少
子
高
齢
化
対
策

③
農
業
・
産
業
の
活
性
化
対
策

④
緊
急
雇
用
対
策

⑤
新
庁
舎
建
設
事
業

事
業
の
大
き
な
柱
は
５
つ

①
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

文化財防火訓練
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境
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生

徒
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
と
と
も
に
地
域
住
民
の
防

災
拠
点
施
設
の
充
実
を
図
る

た
め
、
打
田
中
学
校
に
つ
い

て
は
改
築
工
事
を
、
粉
河
中

学
校
に
つ
い
て
は
用
地
造
成

工
事
を
行
な
い
ま
す
。

○
打
田
中
学
校
校
舎
改
築
事

　

業
（
建
築
工
事
）

〔
６
億
７
千
４
万
６
千
円
〕

○
粉
河
中
学
校
校
舎
等
改
築

　

事
業
（
用
地
造
成
工
事
）

〔
１
億
56
万
１
千
円
〕

　

老
朽
化
が
著
し
く
耐
震
性

も
低
い
こ
と
か
ら
、
地
震
災

害
等
に
備
え
良
好
な
教
育
環

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
設
置

　

事
業
〔
303
万
８
千
円
〕

　

心
肺
停
止
等
に
よ
る
突
然
死
か
ら
、
園
児

の
生
命
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
市
内
の
全
保
育
所
に
設
置
し
ま
す
。

　

小
児
（
８
歳
以
下
）
に
も
使
用
で
き
ま

す
。
（
写
真
は
、
現
在
市
役
所
に
設
置
し
て

い
る
も
の
で
す
。
）

改
築
進
む

乳
が
ん
検
診

　
　
　
受
診
率
ア
ッ
プ

全保育所に
　　AED設置簡易水道充実へ

○
簡
易
水
道
事
業
の
施
設
整
備
事
業
（
西
川

　

原
・
黒
川
簡
易
水
道
）

〔
１
千
972
万
５
千
円
〕

（
西
川
原
簡
易
水
道
）
上
水
道
へ
の
統
合
整

備
工
事
実
施
設
計
業
務
お
よ
び
配
水
池
施

設
・
中
継
ポ
ン
プ
施
設
用
地
を
購
入
し
ま

す
。

（
黒
川
簡
易
水
道
）
下
鞆
渕
畑
野
地
区
へ
の

配
管
延
長
工
事
実
施
設
計
業
務
を
行
い
ま

す
。

粉
中
移
転
に
は
反
対
意
見
も

ＡＥＤ

打田中学校建設予定地

ピンクリボン
キャンペーンバッチ

華岡青洲
1760〜1835

○
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

〔
902
万
円
〕

　

乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
公
立
那
賀
病
院
と
連
携
し
、
35

歳
か
ら
39
歳
の
方
に
対
し
超
音
波
検
診
、
40
歳
か
ら
59
歳
の
方

に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
の
受
診
を
推
進
し
ま
す
。

○
華
岡
青
洲
生
誕
記
念
補
助
事
業

〔
300
万
円
〕

　

今
年
は
、
華
岡
青
洲
生
誕
250
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
青
洲
先

生
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
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○
高
齢
者
紙
お
む
つ
助
成
事

業
〔
１
千
903
万
８
千
円
〕

○
緊
急
通
報
装
置
貸
与
事
業

〔
１
千
738
万
８
千
円
〕

○
家
族
介
護
慰
労
事
業

〔
580
万
円
〕

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
が
心
身
と
も
に
健
康

で
い
き
い
き
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
生
活
機
能
が
低

下
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢

者
の
早
期
把
握
に
努
め
、
介

護
予
防
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
紙
お

○
県
営
中
山
間
総
合
整
備
事

　

業
（
北
山
地
区
）

〔
２
千
782
万
６
千
円
〕

　

市
の
基
幹
産
業
が
農
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
・
安

心
な
農
産
物
を
生
産
す
る
た

め
に
農
業
基
盤
を
整
備
す
る

も
の
で
、
平
成
20
年
度
か
ら

平
成
25
年
度
ま
で
実
施
し
ま

す
。

○
土
地
開
発
公
社
事
業
費
補
助
事
業

〔
３
億
５
千
万
円
〕

○
企
業
誘
致
啓
発
事
業

〔
156
万
４
千
円
〕

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
北
勢
田
第
２
工
業
団
地
開
発
事
業
」
と
し
て
事

業
展
開
を
行
い
、
産
業
の
振
興
と
地
元
雇
用
の
拡
大
を
図
り
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
平
成
22
年

度
は
引
き
続
き
実
施
設
計
を
行
い
、
続
い
て
造
成
工
事
に
着
手
し
、
平
成
24
年
３
月
の
完
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
企
業
用
地
の
啓
発
と
優
良
企
業
の
誘
致
を
目
的
に
「
企
業
誘
致
啓
発

事
業
」
に
取
り
掛
か
り
、
京
奈
和
自
動
車
道
打
田
Ｉ
Ｃ
と
連
絡
す
る
と
い
う
立
地
条
件
の
良
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
造
成
後
の
早
期
完
売
を
目
指
し
ま
す
。

ほ
場
整
備
進
む

企
業
誘
致
造
成
工
事
へ

②
少
子
高
齢
化
対
策

③
農
業
・
産
業
活
性
化
対
策

む
つ
助
成
事
業
で
は
現
在
の

対
象
者
に
加
え
て
、
お
む
つ

代
を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
入
院
中
の
方
や
、

介
護
保
険
制
度
適
用
外
の
有

料
老
人
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
施
設
入
所
者
の

方
に
も
適
用
を
拡
大
す
る
ほ

か
、
「
緊
急
通
報
装
置
貸
与

事
業
」
、
「
家
族
介
護
慰
労

事
業
」
も
現
在
の
制
度
を
拡

大
し
、
高
齢
福
祉
対
策
と
し

て
充
実
し
ま
す
。

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
〔
１
億
３
千
682
万
円
〕

　

今
ま
で
は
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も

が
対
象
で
あ
っ
た
医
療
費
の
助
成
を
小

学
校
卒
業
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

　

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
促

進
し
、
子
育
て
に
伴
う
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

ほ場整備工事（北山地区）
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○
耕
作
放
棄
地
保
全
管
理
促

　

進
事
業
〔
65
万
円
〕

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
お

よ
び
担
い
手
不
足
に
よ
り
、

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い

る
現
状
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
臨
時
的
な
雇

用
お
よ
び
就
業
の
機
会
を
創

出
す
る
こ
と
に
よ
り
解
消
を

図
り
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業

〔
３
億
410
万
円
〕

　

現
在
、
各
支
所
に
分
散
さ

れ
て
い
る
部
局
を
本
庁
に
集

約
し
ま
す
。

　

贅
沢
で
豪
華
な

庁
舎
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
合
併

特
例
債
の
適
用
期

限
内
に
最
小
の
経

費
で
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
大
規
模
な

地
震
等
の
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
、

防
災
拠
点
の
役
割

が
十
分
果
た
せ
る

よ
う
な
庁
舎
建
設

を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
環
境
に

配
慮
し
た
エ
コ
庁

舎
を
目
指
し
、
雨

水
利
用
、
太
陽
光
発
電
、
自

然
換
気
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
光
熱
水
費
を
削

減
し
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
を
削
減
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
基
本
設
計
・

実
施
設
計
を
受
け
て
、
本
年

度
は
、
北
別
館
の
取
り
壊
し

解
体
工
事
お
よ
び
駐
車
場
整

備
を
実
施
し
、
平
成
23
年
度

に
は
新
庁
舎
建
設
工
事
に
と

り
か
か
り
、
平
成
24
年
12
月

完
成
、
平
成
25
年
１
月
か
ら

新
庁
舎
で
の
業
務
を
は
じ
め

ま
す
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業

市民が集うエコ庁舎に

④
緊
急
雇
用
対
策

⑤
新
庁
舎
建
設
事
業

○
都
市
公
園
点
検
・
清
掃
等

　

調
査
事
業

〔
552
万
９
千
円
〕

　

市
内
の
都
市
公
園
の
施
設

点
検
・
清
掃
等
の
保
守
業
務

を
行
う
こ
と
で
、
安
全
で
快

適
な
公
園
を
維
持
し
ま
す
。

○
河
川
環
境
保
全
事
業

〔
１
千
500
万
円
〕

　

市
内
の
１
級
・
２
級
・
準

用
河
川
の
除
草
お
よ
び
雑
木

の
伐
採
や
清
掃
を
し
て
、
生

活
環
境
と
景
観
の
保
全
を
行

い
ま
す
。

河川敷除草作業
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収入総額 500万円（285億8,000万円） 支出総額 500万円（285億8,000万円）

給料

貯金の取り崩し

親からの仕送り

親からの特別援助

借入金

その他

市税、分担金、使用料、諸収入など（税金や施設の使用料など）

繰入金（基金や特別会計から受け入れたお金）

地方交付税、地方譲与税など（国や県から交付されるお金）

国・県支出金（特定の目的のために、国や県が支出するお金）

市債（市が長期間借り入れるお金）

繰越金（前の年にあまったお金）

168万円

　 4万円

188万円

  69万円

  70万円

　 1万円

（96億1,725万円）

（2億4,381万円）

（107億6.330万円）

（39億1,963万円）

（39億8,600万円）

（5,001万円）

食費

医療介護費

借金の返済

光熱水費等

自宅の増改築・補修費

子どもへの仕送り

友人への援助

貯金

その他

人件費（職員に対しての給料や退職手当など）

扶助費（高齢者や障害者、子どもの福祉等にかかるお金）

公債費（市債の元金及び利子の支払いにかかるお金）

物件費（旅費、消耗品、燃料費、委託料等にかかるお金）

繰出金（一般会計から特別会計へ支出するお金）

補助費等、貸付金など（補助金や市が貸付けるお金など）

積立金（基金に積み立てるお金）

予備費（思わぬ支払に備えるお金）

90万円

70万円

78万円

56万円

64万円

47万円

86万円

  8万円

  1万円

（51億3,192万円）

（40億2,265万円）

（44億3,388万円）

（32億2,489万円）

（36億3,123万円）

（26億5,966万円）

（49億2,041万円）

（5億553万円）

（4,983万円）

普通建築事業費、維持補修費など（道路や学校など施設
の新増設や補修にかかるお金）

33.6％ 18％

14％

15.6％

11.2％

12.8％

9.4％

17.2％

1.6％

0.2％

0.8％

37.6％

13.8％

14％

0.2％

一般会計予算を家計に置き換えると

　市の予算は金額が大きくピンとこない、言葉も専門的
でよくわからないということをよくお聞きします。
そこで平成22年度一般会計予算を収入500万円の家庭に
置き換えてみました。
　紀の川さん宅の家計（市の会計）は給料（市税）は減
少していますが、家（公共施設）の傷んだ箇所の改築や
子どもへの仕送り（特別会計への支出）をしなければい
けないため、両親（国・県）からの援助頼みで生活を営
んでいます。
　借金の返済（公債費）もあり、食費（人件費）や友人
への援助（補助金）を切り詰めています。
　依然厳しい家計ではありますが、楽しい生活をおくれ
るよう計画をたてて、前向きに頑張っています。
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平成22年度平成18年度

区　　　　　　　　　分 18年度予算額 22年度予算額
［単位：千円］

増減率
住宅新築資金等貸付事業特別会計
土地取得事業特別会計
国民健康保険事業勘定特別会計
国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
老人保健特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業勘定特別会計
公共下水道事業特別会計
特定環境保全公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
善田農業集落排水事業特別会計
簡易水道事業特別会計
高野・五百谷簡易水道事業特別会計
荒見簡易水道事業特別会計
麻生津簡易水道事業特別会計
西脇簡易水道事業特別会計
善田・大原簡易水道事業特別会計
黒川簡易水道事業特別会計
野田原・脇谷簡易水道事業特別会計

水道事業会計

工業用水道事業会計

収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出

148,800
400

6,444,000
73,600

7,497,000
0

4,948,000
1,729,200
55,800
31,300
41,900

0
4,900
28,400
61,700
7,300
8,400
8,800
11,500

1,395,218
640,966
26,124
7,237

41,300
2300

7,718,000
78,500
1,000

1,367,000
5,240,000
2,040,000
48,300
23,800
112,900
134,000

0
0
0
0
0
0
0

1,375,809
805,448
23,490
240,650

－72.2%
475.0%
19.8%
6.7%

制度改正で減
新規制度
5.9%
18.0%
－13.4%
－24.0%
169.5%
新会計

簡易水道ひとつに

簡易水道ひとつに

簡易水道ひとつに

平成19年度末統合

簡易水道ひとつに

簡易水道ひとつに

簡易水道ひとつに

－1.4%
25.7%
－10.1%
3225.3%

　今年度の国保事業勘定特別会計予算は、77億１,800万円であり18年度（64億4,400万円）に
比べ、19.8％の増加となっています。
　増額の主な要因は、医療の高度化で費用がかかるようになったことによる保険給付の増加、
国民健康保険団体連合会が実施主体となり都道府県単位で行う共同事業にかかる費用が増え
たことなどです。

64億4,400万円 77億1,800万円 64億4,400万円 77億1,800万円

歳入 歳出

国保税
２0億7,795万円

国保税
17億9,222万円

国庫支出金
２2億2,144万円

国庫支出金
２2億1,818万円

県支出金　3億8,007万円

県支出金　3億2,846万円
繰入金
7億7,468万円

繰入金
7億2,632万円

療養給付費等交付金
9億2,241万円

療養給付費等交付金　3億4,901万円

前期高齢者交付金
14億3,568万円

使用料及び手数料
31万円

共同事業交付金
6,523万円

財産収入　24万円

諸収入　167万円
共同事業交付金
8億4,244万円

保険給付費
44億168万円

老人保健拠出金
13億3,473万円

介護納付金　4億6,430万円

総務費　4,105万円
共同事業拠出金
1億3,048万円

保健事業費　2,809万円
諸支出金　3,254万円
予備費　1,088万円

使用料及び手数料
131万円

財産収入　67万円
諸収入　2,371万円

保険給付費
53億3,805万円

後期高齢者支援金等
8億9,082万円

介護納付金　3億9,110万円

共同事業拠出金
9億1,300万円

老人保健拠出金　1,451万円
総務費　3,571万円

保健事業費　8.461万円
諸支出金　3,579万円

基金積立金　67万円

基金積立金　25万円

予備費　1,122万円

前期高齢者支援金等　252万円

＊この会計に注目！国民健康保険
　 　このうち、国民健康保険事業勘定特別会計について内訳の増減をグラフにし
　 ました。

※財産区特別会計をのぞく

特
別
会
計

平
成
22
年
度
と
合
併
直
後
の
平
成
18
年
度
の
予
算
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
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いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので市議会事務局議事調査課までお問

い合わせください。（TEL 77−0892）

高田　英亮　議員
　・各施設（生涯学習施設・スポーツ施設）の
　　充実を
　・二学期制について

今西　敏文　議員
　・農家への支援策について
　・鳥獣害対策について

吉田隆三郎　議員
　・住宅建築、リフォームの補助制度について
　・地区集会所整備事業の改善について

石井　　仁　議員
　・「子どもの貧困」と子育て支援について

寺西　健次　議員
　・高齢化社会への対応について

田代　範義　議員
　・ゴミの収集について
　・国体競技の受け入れについて

川原　一泰　議員
　・企業誘致について
　・柑橘類の最低価格補償について

岡田　　勉　議員
　・若者の定住対策について

阪中　　晃　議員
　・小・中学生の学力向上について
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問

問

問

問

 

答　
　
　

保
健
福
祉
部
長

 

答　
　
　

保
健
福
祉
部
長

 

答　
　
　
　
　

企
画
部
長

 

答　
　
　
　
　

企
画
部
長

 

答　
　
　
　
　

市　
　

長

問

問

 

答　
　

市
長
・
市
民
部
長

 

答   

教
育
部
長

　

地
区
別
で
粗
大
ご
み
の
収

集
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　

地
区
別
一
斉
回
収
で
は
、

一
度
に
多
量
の
粗
大
ご
み
が

出
さ
れ
、
既
存
施
設
で
は
処

理
に
時
間
が
か
か
り
、
そ
の

た
め
に
数
日
間
に
お
よ
び
集

積
場
の
借
り
上
げ
が
必
要
と

な
る
。
市
政
懇
談
会
や
区
長

会
か
ら
も
要
望
が
あ
る
が
、

業
者
に
委
託
す
れ
ば
多
額
の

処
理
費
用
が
か
か
り
、
地
区

別
一
斉
回
収
の
方
法
で
の
実

施
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
も
協

力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
何
も
か
も
市
の
責

任
で
し
た
ら
い
い
と
言
う
こ

と
で
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
。

　

経
費
を
か
け
ず
に
小
規
模

　

介
護
保
険
制
度
で
、

「
福
祉
用
具
購
入
」

や
「
住
宅
改
修
」
が

４
月
か
ら
受
領
委
任

払
い
制
度
と
な
り
、

関
係
者
に
喜
ば
れ
て

い
る
。
利
用
度
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　

立
て
替
え
払
い
を
な
く
し
、

か
か
っ
た
費
用
の
１
割
だ
け

を
支
払
え
ば
よ
い
事
と
な
っ

た
。
月
平
均
30
件
程
度
の
利

用
が
見
込
ま
れ
る
。

　

介
護
施
設
、
特
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
は

難
し
い
。
そ
の
よ
う
な
事
か

ら
介
護
施
設
の
実
状
と
今
後

の
考
え
は
。

　

現
在
、
16
施
設
、
627
床
の

介
護
施
設
が
あ
る
が
、
常
に

満
床
で
待
機
者
も
多
い
。
そ

こ
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
新
設
を
平
成
24
年
度
開
設

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

安
心
し
て
老
後
を
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
施
設
が
足
り
な
い
。
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
施
設
の
拡

充
を
図
り
た
い
。

　

地
域
巡
回
バ
ス
の
バ
ス
停

が
わ
か
り
に
く
い
と
か
、
バ

ス
停
の
路
線
図
等
の
字
が
小

さ
く
見
づ
ら
い
と
、
高
齢
者

よ
り
指
摘
が
あ
る
が
。

　

バ
ス
会
社
と
相
談
し
て
わ

か
り
や
す
い
バ
ス
停
に
な
る

よ
う
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

高
齢
者
の
目
線
に
合
わ
せ
た

路
線
図
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
て
い
る
の
で
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
エ
リ
ア
（
た

と
え
ば
区
単
位

で
巡
回
し
て
回

収
す
る
方
法
）

等
で
計
画
的
に

実
施
す
れ
ば
経

費
も
か
か
ら
な

い
が
、
各
区
長

の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
十
分

相
談
を
し
検
討

を
重
ね
た
い
。

　

市
と
し
て
は
、

循
環
型
社
会
構

築
に
向
け
て
、

再
利
用
、
再
資

源
化
に
一
層
取

り
組
み
た
い
。

　

平
成
27
年
に
開
催

さ
れ
る
和
歌
山
国
体

の
進
捗
状
況
は
。

　

平
成
20
年
３
月
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
の
３
種
目
の
受

け
入
れ
を
県
に
報
告

し
、
21
年
３
月
に
１

次
選
定
通
知
を
受
け
た
。
21

年
７
月
、
８
月
に
中
央
競
技

　

運
行
中
の
幹
線
道
路
沿
い

で
は
好
評
で
あ
る
が
中
山
間

地
域
へ
の
運
行
の
要
望
が
多

い
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

隅
々
ま
で
の
運
行
は
困
難

で
あ
る
が
、
中
山
間
地
域
へ

の
運
行
に
つ
い
て
は
予
約
制

で
需
要
に
応
じ
て
運
行
す
る

デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
が
有
効
で

あ
り
、
導
入
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。

団
体
の
視
察
を
受
け
施
設
の

改
善
点
の
要
望
を
受
け
た
。

23
年
度
に
県
と
し
て
国
へ
本

申
請
を
出
す
予
定
で
あ
り
、

市
と
し
て
は
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
施
設
整
備
や
受
け
入

れ
準
備
、
輸
送
計
画
、
市
の

PR
等
に
つ
い
て
は
今
後
の
課

題
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
体
開
催
後
は
市

民
の
皆
様
に
有
効
に
利
活
用

し
て
い
た
だ
く
施
設
と
し
て

整
備
し
て
い
き
た
い
。

困
っ
て
い
る

　
粗
大
ご
み

運
行
要
望

　
多
い
バ
ス

介護施設の拡充を

国体を成功させよう

田代　範義　議員

寺西　健次　議員

平成18年の粗大ごみ回収現場

地域巡回バス
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長

問
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農
林
商
工
部
長

 

答　
　
　

農
林
商
工
部
長

 

答  

市
長
・
農
林
商
工
部
長

問問

問

問

 

答　
　
　
　
　

建
設
部
長

 

答　
　
　
　
　

企
画
部
長

 

答　
　
　
　
　

企
画
部
長

　

果
樹
・
野
菜
の
最

低
価
格
の
補
償
と
戸

別
所
得
補
償
制
度
に

つ
い
て
、
紀
の
川
市

か
ら
国
に
対
し
、
原

価
割
れ
の
年
だ
け
で

も
対
象
に
す
べ
く
要

望
を
す
る
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

戸
別
所
得
補
償
モ

デ
ル
対
策
が
平
成
22

年
か
ら
始
ま
る
。
米
の
モ
デ

ル
事
業
５
千
618
億
円
、
自
給

率
向
上
事
業
２
千
167
億
円
。

後
者
の
方
は
水
田
転
作
の
果

樹
、
野
菜
、
花
き
等
対
象
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ

と
果
樹
野
菜
農
家
の
所
得
を

補
償
す
る
共
済
制
度

の
創
設
等
の
検
討
が

政
府
で
さ
れ
る
よ
う
、

県
や
JA
、
農
業
共
済

組
合
と
連
携
し
て
市

内
の
果
樹
野
菜
農
家

が
安
心
し
て
農
業
に

取
り
組
め
る
仕
組
み

作
り
を
政
府
や
県
に

必
ず
要
望
し
て
い
き

た
い
。

　

北
勢
田
第
２
工
業
団
地
造

成
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　

開
発
全
体
面
積
約
12
万

㎡
に
対
し
、
工
業
団
地
約

７
万
６
千
㎡
、
う
ち
平
地
面

積
約
５
万
１
千
㎡
を
目
標
に

一
区
画
の
平
地
面
積
１
万
㎡

前
後
の
用
地
を
五
区
画
程
度

造
成
す
る
。
設
計
コ
ン
サ
ル

に
よ
り
現
地
調
査
、
地
形
測

量
を
完
了
し
、
全
体
の
基
本

計
画
を
策
定
し
て
平
成
23
年

完
成
予
定
。

　

企
業
誘
致
の
見
込
み
は
。

　

工
業
団
地
完
成
後
の
早
期

の
企
業
進
出
を
図
る
た
め
啓

発
用
関
連
資
料
と
し
て
、
平

　

全
国
の
今
春
卒
業

予
定
の
高
校
生
の
昨

年
12
月
末
の
就
職
内

定
率
は
74.8
％
で
、
前

年
同
時
期
比
7.5
％
低

く
、
こ
の
時
期
と
し

て
は
過
去
最
大
の
下

げ
幅
に
な
っ
た
。
本

県
の
内
定
率
は
68
％

で
、
大
変
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

　

働
き
た
い
の
に
仕
事
が
見

つ
か
ら
な
い
学
生
に
対
し
、

県
は
４
月
か
ら
原
則
半
年
、

最
長
１
年
間
臨
時
雇
用
す
る

と
発
表
し
て
い
る
。

　

就
職
活
動
を
支
援
す
る
緊

急
避
難
的
な
措
置
で
あ
る
が
、

本
市
に
お
い
て
も
22
年
度
の

重
点
事
業
と
し
て
緊
急
雇
用

対
策
の
実
施
を
か
か
げ
て
お

り
支
援
策
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　

市
で
は
県
の
基
金
事
業
で
、

臨
時
雇
用
な
ど
13
事
業
で
50

人
弱
を
雇
用
す
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
事
業
は
、
新
卒
者

を
対
象
に
す
る
の
で
は
な
い

が
深
刻
化
す
る
雇
用
状
況
に

一
定
の
効
果
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

学
生
に
と
っ
て
は
、
就
職

と
い
う
の
は
人
生
の
中
で
も

大
変
重
要
な
時
期
だ
。
50
人

弱
の
臨
時
雇
用
予
定
の
中
に

地
元
の
高
校
生
、
大
学
生
を

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

紀
の
川
市
で
育
ち
、
市
内

で
働
い
て
も
ら
う
と
い
う
意

味
で
も
非
常
に
重
要
な
時
期

だ
と
い
う
こ
と
は
指
摘
の
通

り
だ
と
考
え
て
い
る
。
新
卒

者
に
対
し
て
の
対
応
に
つ
い

て
も
何
ら
か
の
措
置
を
講
じ

ら
れ
な
い
も
の
か
関
係
課
と

協
議
を
し
た
い
。

岡田　　勉　議員

就職が大変 行政の支援を

果樹・野菜にも価格補償を

成
22
年
度
よ
り
新
た
に
工
業

団
地
完
成
パ
ー
ス
図
、
優
遇

制
度
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
状

況
等
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
、
企
業
立
地

促
進
機
関
や
企
業
の
動
向
情

報
を
豊
富
に
持
つ
メ
ガ
バ
ン

ク
の
意
見
を
聞
き
、
京
阪
神

を
中
心
に
企
業
誘
致
活
動
を

す
る
。

　

京
奈
和
自
動
車
道
打
田
イ

ン
タ
ー
か
ら
の
紀
の
川
関
空

連
絡
道
路
の
進
捗
状
況
は
。

　

京
奈
和
自
動
車
道
は
平
成

27
年
完
成
予
定
。
紀
の
川
関

空
連
絡
道
路
は
国
交
省
か
ら
、

800
万
円
の
調
査
費
が
付
い
て

今
進
行
中
で
あ
る
。

川原　一泰　議員

工
業
団
地

　
造
成
の
進
捗
は

将
来
の
人
材
育
成
を

京奈和自動車道建設現場

和歌山県若年者就職支援センター

　

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
介

護
や
、
医
療
に
た
ず
さ
わ
る

人
材
を
育
成
し
て
い
く
た
め

に
も
奨
学
金
制
度
を
設
け
て

支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

　

家
庭
の
状
況
等
で
進
学
で

き
な
い
と
い
う
方
々
の
た
め

に
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

今
後
は
県
と
も
充
分
相
談
し

な
が
ら
市
な
り
の
対
応
も
考

え
検
討
し
た
い
。
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問問

問

問

問

問

問

問

 

答　
　
　
　
　

教
育
長

 

答　
　
　
　
　

教
育
長

 

答　
　
　
　
　

教
育
長

 

答　
　
　
　
　

教
育
長

 

答　
　

 

市
長
・
教
育
部
長

 

答　

   

教
育
長
・
教
育
部
長

 

答　
　
　
　
　

教
育
部
長

 

答   

教
育
部
長

　

市
民
が
利
用
し
や

す
い
生
涯
学
習
施
設

の
充
実
は
。

　

公
民
館
、
文
化
財

施
設
に
つ
い
て
は
随

時
修
繕
・
改
修
等
行
い
、
図

書
館
に
つ
い
て
は
蔵
書
の
充

実
と
シ
ス
テ
ム
の
統
合
、
共

有
化
に
よ
り
利
用
促
進
に
努

め
て
い
る
。

　

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て

利
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
充
実
は
。

　

昭
和
40
年
代
に
整
備
さ
れ

た
施
設
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備

の
観
点
か
ら
修
繕
改
修
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
整
備
を

行
い
、
皆
様
に
安
全
に
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
最
善
の高田　英亮　議員

　

学
校
教
育
に
お
い
て
、
４

年
前
に
答
弁
さ
れ
た
「
学
力

向
上
が
一
番
」
こ
れ
に
変
わ

り
は
な
い
か
。

　

学
力
向
上
が
一
番
と
し
て

い
る
こ
と
に
は
４
年
前
と
変

わ
り
は
な
い
。

　

一
期
を
終
え
、
４
年
前
よ

り
小
中
学
校
の
学
力
は
向
上

し
た
の
か
。

　

平
成
21
年
度
に
お
い
て
は
、

小
学
校
は
和
歌
山
県
の
平
均

を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
学
校
に
お
い
て
は
県
平
均

に
近
づ
い
て
お
り
、
生
徒
の

学
力
向
上
が
見
ら
れ
る
。

　

気
象
状
況
や
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
で
冬
休
み
に
授
業

し
た
。
充
分
な
授
業
時
間
の

確
保
が
子
ど
も
達
に

必
要
、
特
に
中
学
校

に
お
い
て
は
貴
志
中
、

荒
中
が
冷
暖
房
完
備

（
市
内
生
徒
数
の
約

半
数
）
、
ま
た
２
年

後
に
は
粉
中
、
打
中

も
完
備
さ
れ
る
の
だ

か
ら
、
計
画
を
も
っ

て
夏
休
み
の
短
縮
を

考
え
て
は
。

　

長
期
休
業
時
間
を
短
縮
し

て
の
授
業
時
間
の
確

保
は
、
冷
暖
房
完
備

な
ど
教
育
環
境
が
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
で
異

な
る
た
め
、
現
在
は

考
え
て
い
な
い
。
し

か
し
、
指
導
要
領
の

改
訂
で
の
授
業
時
間

の
大
幅
な
増
、
学
習

内
容
も
増
え
る
中
、

今
後
の
学
習
状
況
の

推
移
を
見
守
り
、

「
紀
の
川
市
立
学
校

管
理
規
則
」
の
変
更
を
判
断

し
て
い
き
た
い
。

努
力
を
し
て
い
く
。

　

日
本
陸
連
公
認
第
３
種
陸

上
競
技
場
で
も
あ
る
桃
源
郷

運
動
公
園
、
硬
式
野
球
の
で

き
る
紀
北
筋
に
唯
一
の
球
場
、

貴
志
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球

場
の
整
備
充
実
と
、
平
日
の

利
用
促
進
の
た
め
、
合
宿
誘

致
は
。

　

交
付
金
事
業
で
施
設
を
整

備
し
利
用
促
進
を
図
っ
て
い

く
。
貴
志
川
野
球
場
に
つ
い

て
は
外
野
フ
ェ
ン
ス
の
整
備
、

内
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
等

を
進
め
て
い
く
。
整
備
の

完
了
に
よ
り
施

設
の
利
用
者
が

増
え
、
大
学
や

企
業
の
チ
ー
ム

が
当
市
で
練
習
、

合
宿
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
前
向

き
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

２
期
目
に
入
る
教
育
長
、

今
後
４
年
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　

数
年
後
の
子
ど
も
の
姿
や

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
、
豊
か
な
自

然
環
境
の
も
と
豊
か
な
人
間

関
係
を
つ
な
ぐ
「
豊
か
な

心
」
の
育
成
を
基
本
理
念
と

し
て
、
一
期
目
の
教
育
方
針

を
受
け
て
、
さ
ら
に
発
展
深

化
さ
せ
た
い
。

　

二
学
期
制
の
現
状
と
、
二

学
期
制
、
三
学
期
制
の
ど
ち

ら
か
に
統
一
す
る
考
え
は
。

　　

二
学
期
制
導
入
後
、
授
業

時
間
の
確
保
な
ど
の
点
で
一

定
の
成
果
が
出
て
い
る
。
23

年
度
・
24
年
度
で
新
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
が
実
施
さ
れ

る
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
の

学
力
向
上
と
人
間
力
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
早
期
に
検
証

を
行
い
、
方
針
を
決
め
た
い
。

阪中　　晃　議員

施設を充実して

子
ど
も
の

　
学
力
向
上

整
備
と
利
用
促
進
を

がんばれ子どもたち

整備される貴志川野球場
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問
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長
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農
林
商
工
部
長

 

答　
　
　

農
林
商
工
部
長

 

答　
　
　

地
域
振
興
部
長

 

答　
　
　
　
　

市　
　

長

 

答　
　
　
　
　

建
設
部
長

 

答　
　
　
　
　

市　
　

長

 

答　
　
　
　
　

建
設
部
長

　

昨
年
夏
か
ら
続
く
、
果

樹
・
野
菜
の
安
値
に
よ
り
、

肥
料
農
薬
代
が
払
え
な
い
状

況
で
あ
る
。
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
家
へ
の
緊
急
支
援

は
で
き
な
い
か
。

　

市
産
の
農
産
物
の
販
売
価

格
が
、
低
迷
を
続
け
て
い
る

中
、
農
業
の
振

興
を
図
る
こ
と

か
ら
、
緊
急
的

な
支
援
資
金
を

含
め
今
後
、
県
、

JA
紀
の
里
と
協

議
し
様
々
な
手

段
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
が
、
安

全
で
安
心
し
て
住
め
る
住
宅
、

若
者
や
子
育
て
世
帯
が
、
定

住
で
き
る
環
境
、
災
害
に
強

い
住
宅
の
整
備
が
大
切
だ
。

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
が

少
な
く
、
補
助
が
少
な
い
事

が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
事

業
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
の
建
物
が
対
象
で
、
耐

震
診
断
を
実
施
し
て
い
る
。

　

国
の
基
準
で
、
倒
壊
の
危

険
度
の
高
い
住
宅
に
対
し
、

耐
震
改
修
を
推
奨
し
、
工
事

費
が
90
万
円
以
上
に
対
し
、

60
万
円
と
、
さ
ら
に
11.5
％
の

国
費
の
上
乗
せ
補
助
が
あ
る
。

　

市
の
有
害
鳥
獣
被
害
は
県

下
１
位
の
７
千
万
円
と
な
り

ま
だ
ま
だ
増
え
る
こ
と
が
心

配
さ
れ
る
。
今
後
、
市
の
猟

友
会
の
対
応
、
電
気
柵
の
奨

励
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

や
野
生
鳥
獣
の
す
み
か
と
な

っ
て
い
る
放
棄
地
対
策
な
ど
、

総
合
的
な
対
策
は
。

　

猟
友
会
に
つ
い
て
は
、
鉄

砲
や
わ
な
で
捕
獲
す
る
役
割

が
あ
り
、
補
助
金
を
増
額
す

る
な
ど
支
援
を
行
い
、
会
員

の
高
齢
化
の
対
応
と
し
て
、

　

新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
耐

震
化
を
総
合
的
に
考
え
、
市

内
業
者
が
請
け
負
っ
た
場
合

を
条
件
と
し
て
、
市
独
自
の

補
助
制
度
を
設
け
て
は
ど
う

か
。

　

市
独
自
の
補
助
制
度
創
設

は
、
地
域
経
済
効
果
、
定
住

促
進
に
継
が
る
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
財
政
状
況
を
踏
ま

え
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

今
、
公
共
施
設
、
学
校
、

池
、
道
路
、
河
川
が
災
害
に

対
し
、
安
全
で
あ
る
こ
と
を

優
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

住
宅
を
建
て
、
定
住
を
促

進
す
る
住
宅
政
策
は
、
紀
の

川
市
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

問
題
と
承
知
し
て
い
る
。

農
家
や
市
の
職
員
を
含
め
広

範
囲
な
人
材
確
保
を
検
討
し

て
い
く
。

　

電
気
柵
等
の
被
害
防
止
対

策
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も

市
単
独
補
助
や
県
補
助
な
ど

で
対
応
し
、
ま
た
集
落
単
位

で
の
取
り
組
み
に
も
積
極
的

に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

鳥
獣
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
は
、
本
年
度
「
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
事
業
」
の
中
で

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

耕
作
放
棄
地
を
含
め
、
鳥

獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

集
落
単
位
で
の
取
り
組
み
が

基
本
と
な
る
の
で
、
本
年
度

予
算
に
お
い
て
、
定
額
の
市

単
独
補
助
を
用
意
し
、
集
落

単
位
で
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
て
い
く
。

　

自
治
会
館
や
地
区

集
会
所
は
、
耐
震
化

の
必
要
性
と
、
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
等

の
改
修
は
避
け
ら
れ

な
い
。

　

地
元
負
担
を
軽
減

し
て
欲
し
い
と
要
望

も
あ
り
、
補
助
の
見
直
し
は

で
き
な
い
か
。

　

地
区
集
会
所
の
耐
震
診

断
・
耐
震
補
強
が
進
ん
で
い

な
い
現
状
だ
。
対
応
策
と
共

に
制
度
全
体
の
再
点
検
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

安
全
な
建
物
と
し
て
、
地

域
で
工
夫
さ
れ
て
き
た
が
、

諸
般
の
事
情
か
ら
、
制
度
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

吉田隆三郎　議員

今西　敏文　議員

農
家
の

　
緊
急
支
援
策
は

定
住
を
促
す

　
住
宅
政
策
を

県
下
最
悪
の

　
鳥
獣
被
害

地元負担の軽減を

地区の財産（名手上集会所）

収穫されないみかん畑
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問

 

答　
　
　

保
健
福
祉
部
長

問問

 

答　
　
　

保
健
福
祉
部
長

 

答　
　
　
　
　

市　
　

長

　

格
差
と
貧
困
の
拡

大
が
大
き
な
問
題
に

な
り
、
厚
労
省
の
発

表
に
よ
る
と
、
子
ど

も
の
七
人
に
一
人
が

貧
困
状
態
に
あ
り
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
貧

困
率
が
非
常
に
高
い

の
が
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。

「
子
ど
も
の
貧
困
」
を
ど
う

認
識
し
、
本
市
に
暮
ら
す
子

ど
も
た
ち
の
貧
困
の
現
状
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

地
方
行
政
は
、
貧
困
率
に

関
係
な
く
、
ど
ん
な
状
況
下

で
も
、
家
族
か
ら
見
放
さ
れ

か
け
て
い
る
子
ど
も
が
あ
れ

ば
、
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
、

地
域
の
方
々
の
協
力
も
い
た

だ
き
な
が
ら
、
「
子
ど
も
の

権
利
」
を
守
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
責
務
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
保
育
所
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
検
討

が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

本
年
１
月
に
「
公
立
保
育

所
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
て
、
現
在
お
か
れ

て
い
る
公
立
保
育
所
の
状
況

や
、
人
口
、
児
童
数
の
推
移
、

保
育
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
財
政

状
況
、
あ
る
い
は
職

員
適
正
化
計
画
の
状

況
を
説
明
し
、
今
後

の
保
育
所
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

今
必
要
な
の
は
、

財
源
論
・
コ
ス
ト
論

か
ら
の
あ
り
方
の
検

討
で
は
な
く
、
保
護

者
の
保
育
ニ
ー
ズ
を

つ
か
む
と
と
も
に
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く

今
の
環
境
の
中
で
、
公
立
保

育
所
の
こ
れ
ま
で
の
保
育
実

践
の
到
達
と
今
後
の
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
市
と
し
て
努

力
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え

る
。
保
育
所
の
民
営
化
の
議

論
を
今
の
段
階
で
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
う
が
、
ど
う

か
。

　

何
も
今
す
ぐ
に
民
営
化
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
わ
け
で
、
統
合
、
見
直
し

の
中
で
民
営
化
も
考
え
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

石井　　仁　議員

保
育
所
民
営
化
検
討
な
ぜ

子どもの貧困解消を

紀の川市民憲章

　紀の川市は、紀の川の清流と豊かな自然にはぐくまれたまちです。
　私たちは、先人が築いてくれた歴史・文化を尊び、新しい時代にあ
った暮らしと文化を創造するとともに、活気に満ちた紀の川市の実現
をめざして、この憲章を定めます。

一、ふるさとを愛し、教養を高め、新しい文化をつくります。

一、人権を尊重し、思いやり、たすけあい、笑顔とあいさつで和を広めます。

一、働くことに喜びを感じ、生きがいと希望に満ちた未来をひらきます。

一、趣味やスポーツを楽しみ、健康で、明るい家庭をつくります。

一、感謝と奉仕の気持ちを大切にします。
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○
三
谷
児
童
館
改
修
事
業

（
980
万
４
千
円
）

　

三
谷
児
童
館
の
雨
漏
り
修

繕
を
行
な
い
ま
す
。

○
青
洲
の
里
整
備
事
業

（
３
千
570
万
円
）

　

階
段
・
遊
歩
道
の
改
修
や

障
害
者
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど

を
行
な
い
ま
す
。

○
小
規
模
土
地
改
良
事
業

（
８
千
万
円
）

　

立
石
川
（
粉
河
地
区
）
の

水
路
拡
幅
改
良
及
び
管
理
道

の
整
備
を
行
な
い
ま
す
。

○
林
道
整
備
事
業

（
３
千
200
万
円
）

　

林
道
粉
河
中
央
線
に
お
い

て
、
崩
落
等
が
予
想
さ
れ
る

危
険
箇
所
（
３
箇
所
）
の
整

備
を
行
な
い
ま
す
。

　○
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
利
便
性
向

　

上
事
業
（
１
千
680
万
円
）

　

打
田
駅
に
南
口
の
設
置
、

紀
伊
長
田
駅
、
名
手
駅
の
駐

輪
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
接
続
事
業

（
４
千
191
万
６
千
円
）

　

河
川
等
の
水
質
改
善
を
図

る
た
め
、
公
共
下
水
道
供
用

開
始
地
域
内
に
あ
る
公
共
施

設
の
接
続
を
推
進
し
ま
す
。

対
象
施
設

　

荒
川
中
学
校
、
丸
栖
小
学

校
、
丸
栖
保
育
所
、
丸
栖
学

童
施
設
な
ど

○
保
育
所
改
修
事
業

（
750
万
円
）

　

こ
ば
と
保
育
所
の
雨
漏
り

修
繕
、
な
る
き
保
育
所
の
外

壁
改
修
を
行
な
い
ま
す
。

○
市
道
維
持
修
繕
事
業

（
１
億
円
）

　

交
通
の
安
全
と
快
適
性
を

保
つ
た
め
、
重
点
箇
所
か
ら

修
繕
を
行
な
い
ま
す
。

○
市
道
新
設
改
良
事
業

（
５
千
万
円
）

　

地
元
要
望
が
出
さ
れ
て
い

る
集
落
内
道
路
に
つ
い
て
、

優
先
度
の
高
い
箇
所
か
ら
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

　

事
業

（
１
千
800
万
円
）

　

貴
志
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野

球
場
の
外
野
フ
ェ
ン
ス
・
内

野
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
行

な
い
ま
す

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
・
８
号
）

子ども手当支給へ

き
め
細
か
な
事
業
を

　子ども手当の支給（６月より）に対応するため、
システムの改修を行ないます。（600万円）

　
国
よ
り「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」を
受
け
、

次
の
事
業
を
行
な
い
ま
す
。
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あなたのお店を「広報紀の川」と

「紀の川市ホームページ」で

広告しませんか？（有料）

　　　　【問合せ】紀の川市広報広聴課（TEL77−2511　本庁）

請願第３号 請願第４号 請願第１号

後期高齢者医療制
度の廃止を求める
請願書

「選択的夫婦別姓
を認める民法の一
部改正」に反対を
求める意見書提出
に関する請願

後期高齢者医療制
度をただちに廃止
することを求める
意見書採択につい
ての請願書

［不採択（賛成少数）］ ［継続審査］［不採択（賛成少数）］

平成21年 平成21年 平成22年

議会事務局　機構改革

　４月１日付けで機構改革を行い、議会総務課と議事調査課の２課が議事調査課
にまとまりました。
　事務局職員の異動は下記のとおりです。

転入
○中野　朋哉　議会事務局議事調査課主幹（総務部危機管理消防課主幹）

転出
○矢田　知大　企画部政策調整課主幹（議会事務局議事調査課課長補佐）
○吉田　　敦　建設部地籍調査課係長（議会事務局議会総務課係長）

募集中
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卍

卍

卍

至JR粉河駅

不動堂

子育て地蔵尊
羅漢堂

本
坊 童

男
堂

出
現
池 念

仏
堂
場

露
座
佛

太
子
堂

放
生
池

若
山
牧
水
歌
碑

松尾
芭蕉
句碑
地蔵堂

円解院
長屋川

県道粉河加太線

県道西川原粉河線

中津川

大門

大
門
橋

中
門

粉河寺庭園

粉河寺本堂

粉河産土神社

十禅律院

行
者
所

至中津川地区

Part6歴史を散歩

　奈良時代の末、大
おお

伴
とも

孔
く

子
じ

古
こ

の創建とされる。
豊臣秀吉の焼き討ち、1713年の火災による焼失
にあうが、本堂、千手堂、中門、大門など壮大
な伽

が

藍
らん

が復興された。建物、庭の多くが貴重な
文化財である。紀州の名石を組み、サツキ、ソ
テツを巧みに配した豪快な枯山水庭園は桃山時
代の石庭。庭を散策し、本堂に参拝すると、不
思議と心が休まるのを感じる。
　西国三十三箇所観音霊場第三番札所として全
国的に名高く、多くの巡拝者が訪れる。ＪＲ粉
河駅から大門までの商店街や門内の茶店では、
あたたかい笑顔で訪れた客をもてなしてくれる。

　粉河寺の北東隣接地にあり、創立は990年ご
ろと伝えられるが、1829年～1844年ごろに紀州
藩の援助を得て現在の寺観が整った。十代藩主
徳川治

はる

宝
とみ

の指示で作られ、和泉山脈を借景とし
た枯山水式庭園｢洗心庭｣は繊細優美である。本
尊は阿弥陀如来三尊像。毎年旧仲秋の名月の日
（今年は９月22日）に、喘息封じの「糸

へ ち ま

瓜加
か

持
じ

」を行い、多くの人が祈祷に訪れる。
　ゆるやかな石段を登り白く美しい塗上門をく
ぐると、静かなたたずまいの寺院がある。庫

く

裏
り

で案内を請うと、御成りの間とその奥の洗心庭
を見せていただける。

粉河寺

十
じゅう

禅
ぜん

律
りつ

院
いん

今回は粉河寺と十禅律院を訪れました。
この二つのお寺には有名な石庭がある
ことをご存じですか？

1832年建立の中門、「風
ふう

猛
もう

山
ざん

」の扁額は徳川治
はる

宝
とみ

の直筆

十禅律院塗上門と本堂

和泉山脈の借景が美しい洗心庭

年中行事

文化財

初詣（１/１〜14）
節分会
流し雛（３/３）
初午会（旧初午の日）
施餓鬼会（せがきえ）（８/９）
送り火（８/15）
童男会（12/18）
ご本尊千手観音の化身、童男行者
のお姿が拝されます。

国宝
紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

粉
こ

河
かわ

寺
でら

縁
えん

起
ぎ

（鎌倉時代初期）

重要文化財
本堂・千手堂・大門・中門（江戸時代）

国指定名勝　粉河寺庭園
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卍

卍

卍

至JR粉河駅

不動堂

子育て地蔵尊
羅漢堂

本
坊 童

男
堂

出
現
池 念

仏
堂
場

露
座
佛

太
子
堂

放
生
池

若
山
牧
水
歌
碑

松尾
芭蕉
句碑
地蔵堂

円解院
長屋川

県道粉河加太線

県道西川原粉河線

中津川

大門

大
門
橋

中
門

粉河寺庭園

粉河寺本堂

粉河産土神社

十禅律院

行
者
所

至中津川地区

特　集 紀の川市の

桃山時代の石組み、粉河寺庭園と本堂

1832年建立の中門、「風
ふう

猛
もう

山
ざん

」の扁

粉
河
寺
縁
起
絵
巻
に
登
場
す
る
童

男
行
者
を
祀
る
童
男
堂
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編
集
後
記

　

昨
年
の
国
の
政
権
交
代
後
、

ま
た
、
紀
の
川
市
議
会
改
選

後
初
の
当
初
予
算
編
成
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
一

般
会
計
予
算
審
議
を
中
心
と

し
た
３
月
定
例
会
も
終
了
し

ま
し
た
。

　

学
校
の
建
て
替
え
、
橋
梁

の
耐
震
検
査
な
ど
、
市
が
進

め
る
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
柱
と
し
た
予
算

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
の
財
政
は
依
然
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
議
会
と
し
ま

し
て
も
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機

関
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に

発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
26
日
に
は
京
都
府
舞

鶴
市
議
会
広
報
編
集
委
員
が

当
市
を
訪
れ
、
紙
面
づ
く
り

に
つ
い
て
一
緒
に
研
修
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

と
も
に
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

          　
　

（
Ｙ
・
Ｅ
）

「いい子でがんばります」と入学の誓い

（東貴志・丹生神社）

名手川に鯉のぼり

桃源郷ハーフマラソン

入学式（東貴志小学校）

皆様の幸せを願って


